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【研究背景・目的】 

近年、技術の進歩によりナノテクノロジ

ーが発展し、それに伴い多様なナノデバイ

スが開発されている。本研究ではナノデバ

イスの一種である単電子回路に着目した。

単電子回路は、電子一個単位での制御を行

うデバイスであり、その特徴として低消費

電力、確率動作性、高集積性などが挙げられ

る。しかし、最適な情報処理手段が確立され

ていないという課題も存在している。一方

で、自然界には高度な情報処理技術を有し

ているとみなせる生態や物理現象が存在し

ている。本研究ではその中でもオオカミの

群れが狩りをする様子に着目した。 

 オオカミの群れの狩りは主に探索、発見、

追跡、包囲の 4 つの行動から成り立ってい

る[1]。本研究では単電子回路上でのオオカ

ミの群れの挙動の模倣による新たな情報処

理システムの実現を目的とする。 

【研究内容】 

 前回の報告ではオオカミが獲物を探索、

発見する動作を表現する回路について発表

した[2]。今回はオオカミが獲物を追跡する

様子について表現した。この挙動について

今回は単電子振動子の 2 次元配列における

分裂増殖モードを用いて表現する[3]。この 

2次元配列について、電子トンネルが発生し

た単電子振動子を個々のオオカミと見立て

る。また、本研究では獲物の追跡について獲

物からの距離によって電子トンネルのしや

すさを変える、すなわち獲物から遠い位置

にはオオカミが訪れにくくする挙動をとる。

本研究では単電子振動子の 2 次元配列に斜

め方向の容量を加え、獲物からの距離によ

ってこの容量の大きさ、つまり抑制の強さ

を変えることでこれを実現する。上記の回

路のシミュレーション結果を Fig.1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

Fig.1 wolf’s tracking circuit 

Fig.1において、図の右上に獲物が存在する

とみなす。また、波の伝搬をオオカミの追跡

とみなしてシミュレーションを行った。こ

の図より獲物が存在する右上に波が指向性

をもって伝搬していることがわかる。詳細

は講演で説明する。 
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